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□スタッフ 平成23年10月1日時点

役職 氏　　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 大 和 俊 夫 日本外科学会　外科認定医 外科一般

医 長
臨床栄養科長
（上部消化管

責任者）

大 谷 哲 之

日本外科学会外科専門医
日本消化器外科学会　消化器外科認定医
日本がん治療認定医機構
　癌治療認定医暫定教育医

上部消化管
食道がん
胃がん

医 長
（下部消化管

責任者）
山 口 高 史

日本外科学会　外科専門医
日本消化器外科学会
　消化器外科専門医、指導医
日本消化器外科学会
　消化器がん外科治療認定医
日本大腸肛門病学会
　大腸肛門病専門医・指導医　
日本内視鏡外科学会　内視鏡外科技術認定医

下部消化管
大腸がん
骨盤外科

医 長
（乳腺責任者）

坂 田 晋 吾
日本外科学会　外科専門医
日本乳癌学会認定医
マンモグラフィ読影医

乳腺 乳がん

医 師 福 田 明 輝

日本外科学会　外科専門医
日本救急医学会　救急専門医
日本がん治療認定医機構　がん治療認定医
日本内視鏡外科学会　内視鏡外科技術認定医

下部消化管
腹部救急

大腸がん

医 師 畑 啓 昭

日本外科学会　外科専門医
日本消化器外科学会　消化器外科専門医
日本外科感染症学会
　周術期感染管理認定医･暫定教育医
日本がん治療認定医機構　がん治療認定医
日本消化器外科学会
　消化器がん外科治療認定医
ICD（インフェクションコントロールドクター）

上部消化管 胃がん

医 師 小 木 曾 聡 日本外科学会　外科専門医 肝胆膵外科
肝臓がん
胆道がん
膵臓がん

医 師 奥 知 慶 久

医 師 村 上 隆 英

医 師 谷 昌 樹

医 師 森山 沙也香

医 師 花 田 圭 太

非常勤医師 寺 島 隆 平 肛門科

科　名：外　科

診療部長（肝胆膵責任者）

猪飼　伊和夫

専門医資格等　日本外科学会 外科専門医、指導医

日本消化器外科学会 消化器外科専門医、指導医

日本肝胆膵外科学会 肝胆膵外科高度技能指導医

日本がん治療認定医機構 がん治療認定医

日本消化器外科学会 消化器がん外科治療認定医

専 門 分 野　肝胆膵外科

得 意 疾 患　肝臓がん

胆道がん

膵臓がん
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□診療科の特徴

施設認定等

日本外科学会外科専門医修練施設

日本消化器外科学会専門医修練施設

日本肝胆膵外科学会認定肝胆膵外科高度技能専門医修練施設 A

日本乳癌学会関連施設

日本外科感染症学会外科周術期感染管理教育施設

JCOG 大腸がんグループ参加施設

JCOG 胃がんグループ参加施設

１．専門性が高く、高度で安全な外科治療を行います。

２．消化器がんや乳がんなど悪性腫瘍の外科治療を中心に行っています。

　　臓器別（上部消化管・下部消化管・肝胆膵・乳腺）に専門医がおり、高度で安全な外科手術を行っています。

３．腹腔鏡手術を始めとした低侵襲な手術（体への負担が少ない手術）を積極的に行なっている一方、高度進

行がんに対しては、必要に応じて拡大手術を行い、抗がん剤や放射線を併用した集学的治療を 行ってい

ます。

４．外科医、消化器内科医、放射線科医、腫瘍内科医、病理医が協議して治療方針を検討しています。

□代表的診療対象疾患

食道がん、胃がん、大腸がん、肝がん、胆嚢がん、胆管がん、膵臓がん、乳がん

□診療（業務）内容

消化器がん(食道がん、胃がん、大腸がん、肝がん、胆嚢がん、胆管がん、膵臓がん)や乳がんを中心とし、

腹部良性疾患、肛門疾患や腹部救急疾患の外科治療を行っております。

入院患者数

１日平均患者数 新入院患者数 平均在院日数

2011年度 46.5 1037 15.7

外来患者数

１日平均患者数 紹介率 逆紹介率

2011年度 73.6 62.6% 47.4%

□手術実績（2011年）

全手術数（外来手術を含める） 979例

主な術式別手術件数

術　　式 手術件数
※うち鏡視下手術

（ポリペクトミー、EMR,ESDな
ど内視鏡的切除は除く）

食道がん切除術 9 8

幽門側胃切除術（幽門保存胃切除術を含む） 59 23

胃全摘術（噴門側胃切除術を含む） 29 2

結腸切除術 111 77

直腸切除術 46 27

肝切除術 56 9

膵頭十二指腸切除術 9 0

膵体尾部切除術（胃がん手術に伴うものは除く） 6 0

乳がん手術 84 0
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胆嚢摘出術 109 97

脾摘術 2 2

虫垂切除術 50 2

ヘルニア手術（小児を除く） 122 0

良性肛門疾患手術 82 0

小児外科手術（ヘルニアも含む） 10 0

□地域医療連携・広報活動

第17回伏見医師会癌医療病診連携の会　講演Ⅰ『乳癌の病診連携パス』 2011年 4 月23日 坂 田 晋 吾

京都胃癌化学療法学術講演会
『胃癌化学療法におけるS1+ドセタキセル療法の位置づけ』

2011年 7 月22日 畑 啓 昭

第537回京都府放射線技師会定例研修会
『肝癌診療におけるガイドラインと外科治療』　

2011年 7 月22日 猪飼伊和夫

京都市北保険センター健康教室
『大腸がんについて～治療を中心に～』

2011年 7 月22日 山 口 高 史

第18回伏見医師会癌医療病診連携の会
講演Ⅰ『肝癌診療ガイドラインについて』

2011年 9 月10日 猪飼伊和夫

第8回京都肝臓外科セミナー
テーマ「高度技能専門医取得を目指して～どうすれば？どうさせれば？」
高度技能専門医養成ビデオクリニック

2011年 9 月10日 小木曾 聡

第11回伏見栄養療法・胃瘻研究会
演題2『末梢静脈ルートによる静脈炎から敗血症になった一例』

2011年10月 1 日 大 谷 哲 之

第19回伏見医師会癌医療病診連携の会
『大腸がんの外科的治療について』

2011年11月26日 山 口 高 史

輸液学術講演会
講演『術後の輸液　～何を　どれだけ　どんな根拠で』

2011年12月17日 畑 啓 昭

□学術活動報告（学会・研究発表など）

年 場　所 内　　　　　　　　　　　　　容

2011 国内学会
福田明輝．鈍的外傷により生じた腹部大動脈損傷の１例．第25回日本外傷学会総会・学術集会．
2011年5月19日～ 20日；大阪

2011 国内学会
山口高史．直腸低位前方切除術における縫合不全防止の工夫．第111回日本外科学会定期学術集会．

紙面開催

2011 国内学会
小木曾聡、猪飼伊和夫．胆管内乳頭状腫瘍（IPNB)に対する術式選択とフォローアップ～ skin legionを
有するIPNB症例を経験して～．第111回日本外科学会定期学術集会；紙面開催

2011 国内学会
谷　正樹、猪飼伊和夫．主膵管拡張にて12年間の経過観察後に切除したGroove Pancreatic Carcinomaの
一例．第189回近畿外科学会．2011年６月４日；大阪

2011 国内学会
小木曾聡、猪飼伊和夫．ポスター『Gemcitabine療法が著効し切除可能となったStageIVb進行癌の1例』．
第23回日本肝胆膵外科学会・学術集会．2011年6月8日～ 10日；東京

2011 国際学会

小木曾聡、山口高史．ポスター『Raparoscopic Resection for Sigmoid and Rectosigmoid Cancer Performed by 
Trainees: The Impact on Utcomes and Selection of Suitable Patients』．第19回 欧州内視鏡外科学会議（EARS)．
2011年6月15日～ 18日；イタリア（トリノ）

2011 国内学会
畑　啓昭、山口高史．PREV07-01『腹腔鏡補助下大腸切除術における予防的抗菌薬投与法設定の為
の無作為化比較試験第Ⅲ相試験、プロトコル概要と進行状況』．平成23年度 一般社団法人　日本・
多国間臨床試験機構　　第10回臨床試験ワークショップ．2011年6月18日；名古屋

2011 国内学会
大谷哲之．左側臥位の胸腔鏡下胸部食道癌手術の体位の工夫（左側臥位から左側ローテーション法
による視野展開の有用性）．第66回日本消化器外科学会・総会．2011年７月１3日～ 15日；名古屋

2011 国内学会
山口高史．直腸DST吻合における吻合部出血回避の工夫．第66回日本消化器外科学会・総会．2011
年７月１3日～ 15日；名古屋　

2011 国内学会
福田明輝、山口高史．StageIV 大腸癌に対する腹腔鏡下大腸切除術の検討．第66回日本消化器外科学
会・総会．2011年７月１3日～ 15日；名古屋

2011 国内学会
畑　啓昭．周術期の輸液製剤についての検討～低Na血症予防のために～．第66回日本消化器外科学

会・総会．2011年７月１3日～ 15日；名古屋

2011 国内学会
山口高史．ステージ3大腸癌術後補助化学療法としてのカぺシタビン療法の検討．第49回日本癌治
療学会学術集会．2011年10月27日；名古屋
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2011 国内学会
福田明輝．刺創による後腹膜損傷3症例．第73回日本臨床外科学会総会．2011年11月17日～ 19日；
東京

2011 国内学会
奥知慶久、畑啓昭．日常内服量がプレドニゾロン5ｍｇ未満であったにも関わらず術後に遅発性の
副腎不全を発症した回腸人工肛門造設術の一例．2011年11月17日～ 19日；東京

2011 国内学会
村上隆英、猪飼伊和夫．術前診断が困難であった肝副葉に発生した肝血管腫の1切除例．2011年11
月17日～ 19日；東京

2011 国内学会
谷　正樹、猪飼伊和夫．大腸癌術後に発症した寄生虫感染による肝腫瘤の一例．2011年11月17日～

19日；東京

2011 国内学会
山口高史．直腸癌術後縫合不全の原因．第66回日本大腸肛門病学会学術集会．2011年11月25日～26日；
東京

2011 国内学会
福田明輝．鈍的横行結腸損傷に対して試験的腹腔鏡手術が有用であった１例．第190回近畿外科学会．
2011年11月26日；大阪

2011 国内学会 花田圭太、小木曾聡．盲腸軸捻転症の一例．第190回近畿外科学会．2011年11月26日；大阪

2011 国内学会
畑　啓昭．術後遠隔部位感染として急性前立腺炎を合併した症例の検討．第24回日本外科感染症学
会総会・学術集会　2011年12月1日～ 2日；三重

2012 国内学会
畑　啓昭．LADGにおける当院での左胃動脈根部からNo.11p郭清の工夫．第84回日本胃癌学会総会．

2012年2月8日～ 10日；大阪

□投稿論文など

年 筆頭著者 内　　　　　　　　　　　　　容

2011
畑 啓 昭
山 口 高 史

原著　腹腔鏡下大腸手術における予防的抗菌薬投与法の標準化を目指して：化学的腸管処置の効果
の検討．日本外科感染症学会雑誌8（2）：99 ～ 104

2011 畑 啓 昭
症例　case report　長期保存治療により軽快したRoux　stasis症候群の１例．外科　Vol.73 No.4：.423
～ .426　

2011
小木曾 聡
猪飼伊和夫

右側肝円索患者の胆管腫瘍栓合併肝細胞癌に対して肝後区域切除術を施行した１例．日本臨床外科
学会雑誌　第72巻4号：972-977

2011
小木曾 聡
山 口 高 史

Evaluation of factors affecting the difficulty of laparoscopic anterior resection for rectal cancer: “narrow pelvis” is not 
a contraindication．Surg Endosc(2011) 25:1907-1912　

2011 畑 啓 昭

特集　その輸液、間違っていませんか？　
輸液のコントラバシーとピットフォール　

≪輸液の技術的側面≫　輸液のセッティングや穿刺技術　
クリティカルパール・ピットフォール．　内科　Vol.109　No.2（2012）279-284

2011 畑 啓 昭

SURGICAL　INTENSIVE CARE　UNIT　SICU　pearls　
外科ICUで困った時に開く本　

4章　Trouble Shooting　
A. 術後管理　6.　術後に尿量低下で呼ばれたら？ P313
F. 心臓血管外科　2.　術後の乳び胸水．P338　　　　中外医学社

2012 畑 啓 昭 原則から処方の具体例までわかる輸液のコツとポイント．全368頁　文光堂

2012 山 口 高 史
原著　ステージⅢ大腸癌に対する術後化学療法としてのカペシタビン（Xeloda）内服療法の検討．癌
と化学療法　第39巻第3号：.389 ～ 393 

2012
小木曾 聡
山 口 高 史

Laparoscopic resection for sigmoid and rectosigmoid colon cancer performed by trainees:impact on short-term 
outcomes and selection of suitable patients
Int J Colorectal Dis DOI 10.1007/s00384-012-1471-1


